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調査結果ニュースリリース 
 

2014年9月1日 

報道関係各位 

関東在住のビジネスパーソンに聞く、防災都市づくりに関する意識調査 

「防災都市づくり」に関心を持っているビジネスパーソンは約6割 

最近1年間に不安を感じた自然災害 「地震」7割半、「ゲリラ豪雨」約6割、「落雷」約4割 

将来、身近に起こることが不安な自然災害 「地震」約9割、東京都民では「ゲリラ豪雨」半数強 

首都直下地震が起こった場合に不安なこと 「建物の崩壊」8割強、「情報インフラの混乱」は6割 

住宅選びの際に意識したい防災 「耐震性に優れた住宅を選ぶ」約8割、「耐火性に優れた住宅を選ぶ」7割 

防災都市づくりで重点的に進めて欲しい対策 1位「ライフライン施設・設備の耐震化促進」 

「雨水貯留・排水施設の整備」「ヒートアイランド対策」といった“ゲリラ豪雨対策”は半数以上が希望 

「首都高速道路（首都高）の大規模改修」は約4割が希望 

「防災都市づくりの推進は、喫緊の課題として取り組む必要がある」 8割半 

対サイバーテロ・攻撃のインフラ防災も必要 8割強が同意 

防災都市づくりで建築系・土木系女子の活躍を期待！ 6割強が「女性の視点を活かして欲しい」 

オリンピック開催時にゲリラ豪雨対策は必須！ 「東京五輪開催時には、ゲリラ豪雨対策が重要」6割強 

ネットサービス「高解像度降水ナウキャスト」を使いたい 7割 

働く女性が選ぶ防災都市づくりのリーダーになって欲しい有名人 1位「北野武さん」、2位「松岡修造さん」 

建設業界に特化した技術系人材派遣・人材紹介サービス「Construction Engineering」（コンストラクションエンジ

ニアリング）」を行っている株式会社エヌ・アンド・シー（http://www.nandc.co.jp/）（本社：東京都港区、代表取締役

社長 長田 健）は、防災の日（9 月 1 日）に因み、2014年 8 月 8 日～8月 11 日の 4 日間、20～59歳の関東在住

のビジネスパーソンを対象に、「防災都市づくりに関する意識調査」をモバイルリサーチ（携帯電話によるインターネ

ットリサーチ）により実施し、2,000名の有効サンプルを集計しました。 （調査協力会社：ネットエイジア株式会社） 

 

 
（防災都市づくりに対する関心は？） 

◆「防災都市づくり」に関心を持っているビジネスパーソンは約6割 

はじめに、20～59歳の関東在住のビジネスパーソン2,000名（全回答者）に、“防災都市づくり”への関心はどの

程度か聞いたところ、「非常に関心がある」15.4%、「やや関心がある」46.1%で、それらを合計した『関心がある（計）』

は61.5%となりました。 

居住地別にみると、群馬県では『関心がある（計）』は67.8%と約7割となり、他の都県に比べ高くなりました。 

 

（最近1年間に不安を感じた自然災害/将来の発生が不安な自然災害は？） 

◆最近1年間に不安を感じた自然災害 「地震」7割半、「ゲリラ豪雨」約6割、「落雷」約4割 

◆将来、身近に起こることが不安な自然災害 「地震」約9割、東京都民では「ゲリラ豪雨」半数強 

群馬県民の4割半が「猛暑」「豪雪」に不安 

次に、全回答者（2,000名）に、【最近1年間に不安を感じた自然災害】を聞いたところ、「地震」76.5%が最も多く、

「ゲリラ豪雨・集中豪雨」58.7%、「落雷」41.9%、「台風」39.5%、「猛暑」37.0%が続きました。 

また、【将来身近に起こることが不安な自然災害】についても聞いたところ、「地震」が89.2%と約9割となり、「ゲリ

ラ豪雨・集中豪雨」が47.7%と約半数、「台風」37.3%、「猛暑」33.2%、「落雷」32.7%が3割台となりました。 

調査結果 
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居住地別にみると、【最近1年間に不安を感じた自然災害】では、「落雷」は栃木県で51.9%、「豪雪」は群馬県で

67.9%と、いずれも他の都県より高くなりました。また、【将来身近に起こることが不安な自然災害】では、「ゲリラ豪

雨・集中豪雨」は東京都が52.7%と半数を超え他県より高く、「猛暑」や「豪雪」は群馬県でそれぞれ45.2%、44.0%、

「突風・竜巻」は栃木県で44.2%と他の都県より高くなりました。 

 

（首都直下地震/南海トラフ地震が起こった場合に不安なことは？） 

◆首都直下地震が起こった場合に不安なこと 「建物の崩壊」8割強、「情報インフラの混乱」は6割 

◆南海トラフ地震が起こった場合に不安なことでは、「津波の襲来」3人に1人 

関東在住のビジネスパーソンの多くが地震に対する不安を抱えていることがわかりましたが、大きな地震が起こ

った場合、身近に起こる被害としては、どのようなことが不安に思われているのでしょうか。 

全回答者（2,000名）に、【首都直下地震が起こった場合、身近に起こる被害として不安なこと】を聞いたところ、

「建物の倒壊」が最も多く82.8%、次いで「ライフライン（電気・ガス・水道）の停止」78.8%、「交通機関の混乱」65.4%、

「大規模火災の発生」65.0%、「情報インフラの混乱（インターネットや電話がつながらない）」59.5%が続きました。 

居住地別にみると、「大規模火災の発生」や「長周期地震動による被害（高層ビル特有の揺れ）」は東京都が他

県に比べ高く72.6%、33.2%、「津波の襲来」は千葉県と神奈川県が他の都県に比べ高く32.8%、32.2%となりました。 

 

次に、全回答者（2,000名）に、【南海トラフ地震が起こった場合、身近に起こる被害として不安なこと】を聞いたと

ころ、「津波の襲来」は首都直下地震の場合（24.3%）に比べ高く、34.2%と3人に1人の割合となりました。 

 

（住宅や勤務先の防災状況は？） 

◆自宅の防災レベルは「危険」5割半、勤務先の防災レベルが「危険」も5割半 

◆住宅選びの際に意識したい防災 「耐震性に優れた住宅を選ぶ」約8割、「耐火性に優れた住宅を選ぶ」7割 

“立地面での対策”より“建築面での対策”に対する意識が高い傾向 

関東在住ビジネスパーソンの身の回りの防災状況はどのようになっているのでしょうか。 

全回答者（2,000名）に、自宅や自宅周辺の自然災害に対する防災レベルを聞いたところ、『危険な状態だと思う

（計）』（「非常に」と「やや」の合計、以下同様）は、【自宅の防災レベル】では55.5%、【自宅周辺の防災レベル】では

51.3%となりました。また、通勤経路や勤務先、勤務先周辺についても聞いたところ、『危険な状態だと思う（計）』は、

【通勤経路の防災レベル】では64.0%、【勤務先の防災レベル】では55.3%、【勤務先周辺の防災レベル】では57.3%と

なり、いずれの場所に対しても半数以上が防災レベルは危険な状態にあると認識していることがわかりました。 

 

次に、全回答者（2,000名）に、住宅選びの際に、防災面においてどのようなことを意識したいか聞いたところ（※）、

「耐震性に優れた住宅を選ぶ」77.5%が最も多く、次いで「耐火性に優れた住宅を選ぶ」70.9%が同じく7割台となり、

「地盤の固い地域に住む」61.0%、「周辺よりも高くなっている地域に住む」56.6%、「埋立地や盛土ではない土地に住

む」56.5%が続きました。地震対策や火災対策を意識したいとする割合が比較的高く、また、“立地面での対策”より

も“建築面での対策”に対する意識が高い傾向が窺えました。 

※住宅の購入予定がなくても、買う・建てるとしたらと仮定して聴取 

 

（防災都市づくりで重点的に取り組んで欲しい対策は？） 

◆防災都市づくりで重点的に進めて欲しい対策 1位「ライフライン施設・設備の耐震化促進」 

「住宅の耐震化促進」や「病院の耐震化促進」も上位に 

◆「雨水貯留・排水施設の整備」「ヒートアイランド対策」といった“ゲリラ豪雨対策”は半数以上が希望 

◆「首都高速道路（首都高）の大規模改修」は約4割が希望 

それでは、どのような防災都市づくりが望まれているのでしょうか。 
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全回答者（2,000名）に、防災を意識した都市づくりを進めるにあたって、どのような防災対策を重点的に取り組ん

で欲しいか聞いたところ、「（電気・ガス・水道等）ライフライン施設・設備の耐震化促進」69.0%が最も多く、次いで「防

災拠点（避難地や備蓄倉庫、救援物資集積所など）の整備」67.1%、「住宅の耐震化促進」64.1%、「避難路の整備」

57.3%、「病院の耐震化促進」55.4%が続きました。最近1年間に不安を感じた自然災害や将来身近に起こることが不

安な自然災害のトップは“地震”でしたが、重点的取り組みを希望する対策でもライフライン施設や住宅、病院の耐

震化促進といった地震対策が上位に並びました。“ゲリラ豪雨”も不安な自然災害として多く挙げられていましたが、

「雨水貯留・排水施設の整備」54.5%や「ヒートアイランド対策」52.5%といったゲリラ豪雨対策もそれぞれ半数以上が

挙げました。 

最近話題になっている「無電柱化（道路上から電柱を無くすこと）」は41.2%、また、首都高速道路は経年劣化が危

惧されていますが、「首都高速道路（首都高）の大規模改修」は39.5%となりました。 

 

（防災都市づくりに対する世論は？） 

◆「防災都市づくりの推進は、喫緊の課題として取り組む必要がある」 8割半 

◆対サイバーテロ・攻撃のインフラ防災も必要 8割強が同意 

◆防災都市づくりにはソフト面の充実も。「防災教育プログラムの充実が欠かせない」8割 

◆防災都市づくりでも建築系・土木系女子の活躍を期待！ 6割強が「女性の視点を活かして欲しい」 

◆オリンピック開催時にゲリラ豪雨対策は必須！ 「東京五輪開催時には、ゲリラ豪雨対策が重要」6割強 

◆ゲリラ豪雨や雷の情報を通知してくれる「防災アプリ」を使いたい 7割弱 

◆ネットサービス「高解像度降水ナウキャスト」を使いたい 7割 

全回答者（2,000名）に、防災都市づくりに関する意見を聞いたところ、同意率（『そう思う（計）』、「非常に」と「や

や」の合計、以下同様）は、【防災都市づくりの推進は、喫緊の課題として取り組む必要がある】では85.9%、【サイバ

ーテロ・サイバー攻撃に対するインフラの防災に国や自治体は取り組む必要がある】では82.7%となり、喫緊の課題

として取り組むことの必要性やサイバーテロ・サイバー攻撃対策の必要性には8割以上が同意を示しました。【子ど

もの防災教育プログラムを充実させることも防災都市づくりには欠かせない】では同意率が79.1%となり、防災都市

づくりには防災教育といったソフト面の充実も必要であると思われていることがわかりました。 

その他、【防災都市づくりに、女性（建築系女子・土木系女子など）の視点を活かして欲しい】では61.5%が同意を

示し、防災都市づくりにおいて建築系・土木系女子の活躍に期待が寄せられている様子が窺えました。 

また、【防災都市づくりの推進によって、都市の競争力は高くなる】では同意率が62.0%となり、防災都市づくりに

よって都市競争力が高くなるという効果についても6割強のビジネスパーソンが同意を示した結果となりました。 

 

ゲリラ豪雨関連の意見についてみると、同意率は、【2020年東京五輪開催時には、ゲリラ豪雨対策が重要にな

る】では61.1%となりました。ゲリラ豪雨対策としては、河川整備や調整池等の整備、下水道の整備といったインフラ

整備、GPSを使ったゲリラ豪雨予報などの情報サービス整備が考えられますが、それらの重要性を感じているビジ

ネスパーソンが6割以上であることがわかりました。 

また、【ゲリラ豪雨や雷の情報を通知してくれるような「防災アプリ」を今後（または今後も）利用したい】では68.0%、

【気象庁が始めた5～30分後の大雨を予測するネットサービス（高解像度降水ナウキャスト）を今後（または今後も）

利用したい】では69.4%が同意を示し、ゲリラ豪雨対策関連の情報サービスに対する関心の高さが窺えました。 

 

（防災都市づくりのリーダーになってほしい有名人は？） 

◆働く女性が選ぶ防災都市づくりのリーダーになって欲しい有名人 1位「北野武さん」、2位「松岡修造さん」 

全回答者（2,000名）に、“先進的な防災都市づくりのリーダー”になって欲しい有名人を聞いたところ、1位「北野

武（ビートたけし）さん」、2位「安倍晋三首相」、3位「池上彰さん」となりました。 

男女別にみると、男性では1位「北野武（ビートたけし）さん」、2位「安倍晋三首相」、3位「池上彰さん」「イチローさ

ん」、女性では1位「北野武（ビートたけし）さん」、2位「松岡修造さん」、3位「安倍晋三首相」という結果でした。 



 

 

 

4 

調査結果ニュースリリース 
 

15.4 

13.6 

13.0 

9.5 

16.7 

14.6 

16.7 

14.6 

46.1

50.5

37.7

58.3

42.2

44.2

46.3

48.4

23.8

23.3

27.3

17.9

26.1

24.0

22.7

23.9

11.1

10.7

16.9

11.9

11.0

14.0

10.0

9.3

3.8

1.9

5.2

2.4

4.0

3.2

4.3

3.8

0% 50% 100%

全体【n=2000】

茨城県【n=103】

栃木県【n=77】

群馬県【n=84】

埼玉県【n=353】

千葉県【n=308】

東京都【n=678】

神奈川県【n=397】
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最近1年間に不安を感じた自然災害【n=2000】 将来身近に起こることが不安な自然災害【n=2000】
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◆最近1年間に不安を感じた自然災害
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◆将来身近に起こることが不安な自然災害
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34.4 

29.7 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=2000】

茨城県【n=103】

栃木県【n=77】

群馬県【n=84】

埼玉県【n=353】

千葉県【n=308】

東京都【n=678】

神奈川県【n=397】

◆将来身近に起こることが不安な自然災害

※上位10位までを抜粋

居
住
都
県
別

猛暑

13.9 

10.7 

15.6 

44.0 

13.9 

11.7 

13.3 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=2000】

茨城県【n=103】

栃木県【n=77】

群馬県【n=84】

埼玉県【n=353】

千葉県【n=308】

東京都【n=678】

神奈川県【n=397】

◆将来身近に起こることが不安な自然災害

※上位10位までを抜粋

居
住
都
県
別

豪雪

26.5 

35.9 

44.2 

28.6 

29.5 

28.9 

22.9 

21.9 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=2000】

茨城県【n=103】

栃木県【n=77】

群馬県【n=84】

埼玉県【n=353】

千葉県【n=308】

東京都【n=678】

神奈川県【n=397】

◆将来身近に起こることが不安な自然災害

※上位10位までを抜粋

居
住
都
県
別

突風・竜巻
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調査結果ニュースリリース 
 

82.8 
78.8 

65.4 65.0 
59.5 

34.6 
29.6 26.8 24.3 

3.1 2.5 

56.8 57.2
50.9

45.9 47.0

33.7

22.1 25.4
34.2

4.3
9.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%

◆首都直下地震/南海トラフ地震が起こった場合、身近に起こる被害として不安なこと

（各複数回答）

首都直下地震が起こった場合【n=2000】 南海トラフ地震が起こった場合【n=2000】

※上位10位までを抜粋

建

物

の
倒

壊

ラ

イ

フ
ラ

イ

ン

（
電

気
・

ガ

ス
・

水

道

）

の

停

止

交

通

機
関

の

混
乱

大

規

模
火

災

の
発

生

情

報

イ
ン

フ

ラ
の

混

乱

（
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

や

電

話

が
つ

な

が
ら

な

い

）

情

報

の
錯

綜

液

状

化
現

象

の
発

生

長

周

期
地

震

動
に

よ

る
被

害

（
高

層
ビ

ル

特
有

の

揺
れ

）

津

波

の
襲

来

そ

の

他

特

に

な
し

 
 

65.0 

51.5 

49.4 

54.8 

63.2 

61.4 

72.6 

65.2 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=2000】

茨城県【n=103】

栃木県【n=77】

群馬県【n=84】

埼玉県【n=353】

千葉県【n=308】

東京都【n=678】

神奈川県【n=397】

◆首都直下地震が起こった場合、身近に起こる

被害として不安なこと

※上位10位までを抜粋

居
住
都
県
別

大規模火災の発生

26.8 

18.4 

22.1 

17.9 

26.1 

22.1 

33.2 

24.9 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=2000】

茨城県【n=103】

栃木県【n=77】

群馬県【n=84】

埼玉県【n=353】

千葉県【n=308】

東京都【n=678】

神奈川県【n=397】

◆首都直下地震が起こった場合、身近に起こる

被害として不安なこと

※上位10位までを抜粋

居
住
都
県
別

長周期地震動による被害

24.3 

27.2 

6.5 

8.3 

13.3 

32.8 

24.9 

32.2 

0% 20% 40% 60% 80%

全体【n=2000】

茨城県【n=103】

栃木県【n=77】

群馬県【n=84】

埼玉県【n=353】

千葉県【n=308】

東京都【n=678】

神奈川県【n=397】

◆首都直下地震が起こった場合、身近に起こる

被害として不安なこと

※上位10位までを抜粋

居
住
都
県
別

津波の襲来
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11.9 

9.3 

17.5 

16.7 

16.1 

43.6

42.0

46.5

38.6

41.2

33.0

34.9

22.1

30.9

27.3

2.1

1.8

2.3

5.0

2.3

9.5

12.0

11.7

8.9

13.2

0% 50% 100%

全体【n=2000】

全体【n=2000】

全体【n=2000】

全体【n=2000】

全体【n=2000】

◆住まいやその周辺、勤務先などの自然災害に対する防災レベルは、どのような状態だと思うか

(各単一回答)

非常に危険な状態だと思う やや危険な状態だと思う

あまり危険な状態ではないと思う 全く危険な状態ではないと思う

わからない

所有済み・購入意向あり42.3%44.8%39.8%

あてはまる(計) あてはまらない(計)64.5 33.970.1 29.071.0 29.062.5 35.363.7 33.964.1 35.465.7 31.866.7 33.360.7 35.765.6 34.4

≪自宅の防災レベル≫

≪自宅周辺の防災レベル≫

≪通勤経路の防災レベル≫

≪勤務先の防災レベル≫

≪勤務先周辺の防災レベル≫

危険な
状態だと

思う（計）

危険な
状態では

ないと
思う（計）

55.5 35.1

51.3 36.7

64.0 24.4

55.3 35.9

57.3 29.6

 
 

 

 

 

 

61.0 

77.5 

50.3 
56.6 

30.1 32.1 

70.9 

56.5 

35.4 

2.2 4.5 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

◆住宅選びの際に、防災面においてどのようなことを意識したいと思うか

（複数回答）

全体【n=2000】

※上位10位までを抜粋

地震対策 水害対策 火災対策 地盤沈下対策

建築面での対策立地面での対策

地

盤

の
固

い

地
域

に

住

む

耐

震

性
に

優

れ
た

住

宅

を
選

ぶ

河

川

か
ら

離

れ
た

地

域

に
住

む

周

辺

よ
り

も

高
く

な

っ
て
い

る

地
域

に

住

む

住

宅

の
基

礎

を

高

く

す
る

木

造

住
宅

が

密

集

し
て

い

な
い

地

域

に
住

む

耐

火

性
に

優

れ
た

住

宅

を
選

ぶ

埋

立

地
や

盛

土

で

は

な
い

土

地
に

住

む

土

地

改
良

さ

れ
た

土

地

に
住

む

そ

の

他

特

に

な
し
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調査結果ニュースリリース 
 

69.0 67.1 64.1 
57.3 55.4 54.5 52.5 51.5 50.8 48.3 48.1 47.4 45.4 43.6 41.2 39.5 

33.2 31.3 30.6 30.5 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

◆防災を意識した都市づくりを進めるにあたって、どのような防災対策を重点的に取り組んで欲しいと思うか

（複数回答）

全体【n=2000】

※上位10位までを抜粋

（
電

気

・
ガ

ス

・

水
道

等

）

ラ

イ

フ

ラ
イ

ン

施

設
・

設

備
の

耐

震

化
促

進

防

災

拠

点

（
避

難

地
や

備

蓄
倉

庫

、

救

援

物

資
集

積

所

な
ど

）
の
整

備

住

宅

の

耐
震

化

促

進

避

難

路

の
整

備

病

院

の

耐
震

化

促

進

雨

水

貯

留
・

排

水

施
設

の

整
備

ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ

ン

ド
対

策

木

造

住

宅
密

集

地

域
の

不

燃
化

・

耐

震
化

原

子

力

発
電

施

設

の
安

全

性
確

保

延

焼

遮

断
帯

の

整

備

（
道

路

や
公

園

、
耐
火

建

物
な

ど

の

整
備

）

緊

急

輸

送
道

路

と

な
る

幹

線
道

路

の

強

化

・

整
備

駅

の

耐

震
化

促

進

学

校

の

耐
震

化

促

進

大

気

汚

染
対

策

無

電

柱

化

（
道

路

上
か

ら

電

柱
を

無

く
す

こ

と

）

首

都

高

速
道

路

（
首
都

高

）
の

大

規

模

改
修

木

造

住

宅
密

集

地

域
の

解

消

津

波

の

緩
衝

区

域

の
整

備

テ

ロ

災

害
対

策

防

潮

堤

の
整

備

※上位20項目を抜粋

 
 

 

 

 

 

40.7 

45.8 

36.0 

24.6 

24.7 

45.2

36.9

43.1

36.9

37.3

12.2

14.4

17.2

30.0

29.8

1.1

2.1

2.6

5.3

6.5

0.9

0.9

1.2

3.3

1.9

0% 50% 100%

全体【n=2000】

全体【n=2000】

全体【n=2000】

全体【n=2000】

全体【n=2000】

◆防災都市づくりに関する意見について、どの程度同意できるか

(各単一回答)

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない

所有済み・購入意向あり42.3%44.8%39.8%

あてはまる(計) あてはまらない(計)64.5 33.970.1 29.071.0 29.062.5 35.363.7 33.964.1 35.465.7 31.866.7 33.360.7 35.765.6 34.4

≪防災都市づくりの推進は、喫緊の課題として取り組む必要がある≫

≪サイバーテロ・サイバー攻撃に対するインフラの防災に国や自治体は取り組む必要がある≫

≪子どもの防災教育プログラムを充実させることも防災都市づくりには欠かせない≫

≪防災都市づくりに、女性（建築系女子・土木系女子など）の視点を活かして欲しい≫

≪防災都市づくりの推進によって、都市の競争力は高くなる≫

そう
思う

（計）

そう
思わない

（計）

85.9 2.0

82.7 3.0

79.1 3.8

61.5 8.6

62.0 8.4
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23.9 

27.0 

26.4 

37.2

41.0

43.0

27.7

23.2

22.8

8.3

6.1

5.0

3.0

2.9

3.0

0% 50% 100%

全体【n=2000】

全体【n=2000】

全体【n=2000】

◆防災都市づくりに関する意見について、どの程度同意できるか

(各単一回答)

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない

あまりそう思わない 全くそう思わない

所有済み・購入意向あり42.3%44.8%39.8%

あてはまる(計) あてはまらない(計)64.5 33.970.1 29.071.0 29.062.5 35.363.7 33.964.1 35.465.7 31.866.7 33.360.7 35.765.6 34.4

≪2020年東京五輪開催時には、ゲリラ豪雨対策が重要になる≫

≪ゲリラ豪雨や雷の情報を通知してくれるような

防災アプリを今後（または今後も）利用したい≫

≪気象庁が始めた５～３０分後の大雨を予測する

ネットサービス（高解像度降水ナウキャスト）を今後（または今後も）利用したい≫

そう

思う
（計）

そう

思わない
（計）

61.1 11.3

68.0 9.0

69.4 8.0

 
 
 

129

104

61
52 51 48 47

40 37
24 22 20 20 19 19

83

67

34

11

30 34
25 28

18 13
3

11 8 13
5

46
37

27
41

21
14

22
12

19
11

19
9 12 6

14

0件

50件

100件

150件

◆“先進的な防災都市づくりのリーダー”になって欲しいと思う有名人

（自由回答：1名のみ記入）

全体【n=2000】 男性【n=1000】 女性【n=1000】

※上位10位までを抜粋

※上位15項目を抜粋

北

野

武

（
ビ

ー
ト

た

け
し

）

安

倍

晋
三

池

上

彰

松

岡

修
造

小

泉

純
一

郎

イ

チ

ロ

ー

舛

添

要
一

石

原

慎
太

郎

小

泉

進
次

郎

タ

モ

リ

S

M

A
P

橋

下

徹

所

ジ

ョ
ー
ジ

石

破

茂

東

国

原
英

夫

（
そ

の
ま

ん

ま
東

）  
 

※上位10位までを抜粋

◆“先進的な防災都市づくりのリーダー”になって欲しいと思う有名人 （自由回答：1名のみ記入）

《男女別順位》

男性【n=1000】 女性【n=1000】

順位
“先進的な防災都市づくりのリーダー”

になって欲しいと思う有名人
件数 順位

“先進的な防災都市づくりのリーダー”
になって欲しいと思う有名人

件数

1位 北野武（ビートたけし） 83 1位 北野武（ビートたけし） 46

2位 安倍晋三 67 2位 松岡修造 41

池上彰 3位 安倍晋三 37

イチロー 4位 池上彰 27

5位 小泉純一郎 30 5位 舛添要一 22

6位 石原慎太郎 28 6位 小泉純一郎 21

7位 舛添要一 25 小泉進次郎

8位 小泉進次郎 18 SMAP

タモリ 9位 嵐 17

石破茂 イチロー

東国原英夫（そのまんま東）
10位 14

3位

9位

34

13

7位 19
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◆調査タイトル：関東在住のビジネスパーソンに聞く「防災都市づくりに関する意識調査」 
 

◆調査対象    ：ネットエイジアリサーチのモバイルモニター会員を母集団とする 
    関東在住の20歳～59歳のビジネスパーソン 

 
◆調査期間    ：2014年8月8日～2014年8月11日 

 
◆調査方法    ：インターネット調査（モバイルリサーチ） 

 
◆調査地域    ：関東（茨城県/栃木県/群馬県/埼玉県/千葉県/東京都/神奈川県） 

 
◆有効回答数  ：2,000サンプル（有効回答から男女が均等になるように抽出） 

          （内訳）男性1,000サンプル/女性1,000サンプル 
 

◆実施機関    ：ネットエイジア株式会社 

 

 

 

 

 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、 

「エヌ・アンド・シー調べ」と付記のうえご使用くださいますよう 

お願い申し上げます。 
 

 

 

 

 

株式会社エヌ・アンド・シー 

担当 ：事業管理部 部長 加賀谷 浩 

 

所在地 ：東京都港区六本木 6－10－1 六本木ヒルズ森タワー35Ｆ 

会社 HP ：http://www.nandc.co.jp/  

TEL  ：03－6361－6190 

FAX  ：03－6361－6191 

 

 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

■■調査概要■■ 


